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て話でしたね（笑）。そうやって野菜や米

を東京まで売りに行くと、地元の市場より

良い値で買ってくれたそうです。 

 

◆グラマンのタイヤで消しゴムを作

ったよ 

 終戦は小学校１年の時でしたね。戦時中

には川崎に焼夷弾が落とされたりして、そ

っちのほうの空が赤く染まってたのを覚え

ています。 

 新作にグラマンが墜落したことがありま

した。後から見にいって残骸を拾って遊ん

だな。タイヤの部分のゴムだったのかな、

消しゴムにしたりね（笑）。 

 

◆天井からホコリが落ちてきた 

 中学は高津中でした。南武線の線路を越

えて通うんだけど、その頃は踏切があると

ころまでは遠いので、気をつけて近道をし

て線路を渡りましたね。 

高津中はクラスの数が多かったですね。

教室の天井、つまり上の階の床が板一枚だ

ったので、上の階で人が動き回るとホコリ

が落ちてきて（笑）。 

 高津中は野球が強かったんですね。川崎

市野球大会で優勝もしていました。全般に

スポーツが強かったですね。 

 

◆相撲大会や素人芝居、楽しみでした 

 市民プラザの近くに養福寺ってお寺があ

り、終戦近くにはそこで勉強したり遊んだ

りしていたもんですよ。そのころは市民プ

ラザ通りなんてまだなかったですよ。山に

ほら穴があって、そこで戦争ごっこしたり、

粘土の玉を投げ合ったりね。相撲大会もあ

りましたね。また、栗やスイカを採って叱

られたこともありました（笑）。 

 八幡宮ではお芝居や秋祭りには出店もで

て大変楽しかったですよ。何年かに一回は

旅芝居がやってきたけれど、いつもは地元

の人たちの素人芝居でした。 

 お金のかからない遊びばっかりしてまし

た（笑）。 

 

◆竹に登ってターザンになった気分

でかくれんぼ 

 夏には虫捕りもよくしました。蝉捕りの

時はね、輪っかに蜘蛛の巣をはりつけて、

それで捕まえたんです。よくくっついてね、

うまくいくんですよ。 

 トンボは田んぼに行って手で捕まえてい

ました。慣れるとどこを飛ぶか分かるよう

になるんだよね。 

 小鳥もよく捕まえて遊びましたね。メジ

ロは網の仕掛けを作って、ミカンを餌にす

るんです。スズメはカゴと縄で仕掛けをし

てね。 

虫も鳥も捕まえるのは面白かったけど、

捕まえた後はいつも放してやってました。 

竹もいっぱいありましたから、竹を細工

して竹トンボや竹馬を作りました。それか

ら、竹に登ってかくれんぼするの。高いと



ころまで登るとね、竹がしなってターザン

みたいな気分になれるんですよ(笑)。 

 

◆カメラのレンズは石けりに丁度い

い！ 

 末長小学校のあたりは田んぼを埋め立て

て原っぱになってたから、あそこでもよく

遊びましたよ。土を運ぶためのトロッコが

あって、それに乗って遊ぶの。面白くって

ね、危ないからって叱られたけど、でもや

ってましたね。 

 末長の山に大きな防空壕があって、いろ

んな資材を置いてあったんです。置いてあ

ったというより放置されてたような、ね。

そこから色んなものを拾ってきて遊び道具

にしていました。 

 レンズがいっぱいあったんで、それで石

けりみたいなことして遊んでました。今思

えば、多分あれはカメラのレンズだったん

でしょうねえ（笑）。 

 あと、あれはベアリングだったのかな、

小さな鉄の球も拾ってきて、それで手作り

の自動車を作って遊んだなあ。 

 とにかく外でばかり遊んでましたよ。そ

ういえば、ベーゴマが禁止されました。物

を奪い合うのがいけないっていう理由だっ

たと思います。 

 

◆食用ガエルを南京袋に詰めて… 

 当時は小遣いなんて、お祭りやお正月に

ちょこっと貰えるだけだったから、小学校

の高学年になると、いろいろ小遣い稼ぎも

していました。 

 食用ガエルを捕まえて、皆の分を集めて

南京袋に詰めて売りに行くの。売れたお金

は皆で分配していました。 

 ドジョウは魚屋に持ってったら売れたし、

サンショウやウド、ゼンマイは八百屋で買

ってくれました。 

 タニシは売らないで家で佃煮にして食べ

てましたね。 

 中学になったころには住宅が建ち始め、

いろいろな商店もでき始めました。 

人が増えると店が忙しくなる。それで魚

屋から頼まれて、アルバイトをしました。

なにしろ氷水のなかに手を突っ込まなくち

ゃいけないから、冬は辛かったですね。 

 高校になると、夏休みに学校の先生がア

ルバイト先を紹介してくれました。町田の

洋品店で働きました、想い出のひとつです

ね。 

 

◆これからは環境問題に取り組まね

ばと誘われて公務員になりました 

 最終的に大学は、東京の工業大学の化学

科に進みました。この頃は中学で就職する

人が多かった時代でした。そんな時代に上

の学校まで行かせてくれた両親には感謝し

ています。 

 卒業後の就職先は、よりどりみどりでし

た。その時に川崎市から「これからは環境

問題に取り組まねばならないから、化学の



できる人にぜひ来てほしい」と誘われたん

ですよ。そうしたら父親が大喜びしまして

ね。それで結局公務員の道を選びました。 

 

◆市で初めての下水処理場建設に携

わりました 

 川崎市で初めての下水処理場を作るため

の建設事務所に配属されました。そこで先

輩職員から大歓迎してくれたんです。 

 業務は主に下水処理及び工場排水の規制

等でした。 

 川崎市には昭和３６年に就職して定年ま

で勤め、その後も別のところで数年働きま

した。 

 

◆耕地整理と下水道完備で快適な町

になりました 

 地図を見てもらったら、この地区の道路

が碁盤目に整っていることが分かるでしょ

う？この地区は早くから耕地整理に取り組

んでいましたからね。終戦後、私の父など

も、家を建てる前にまず耕地整理だって、

そのために随分頑張っていましたね。 

 地域全体のことだから大変なことだった

でしょうけれど、住んでいる人たちが昔か

らざっくばらんで、まとまりが良かったん

ですね。水道が引かれたのも早かったです。 

 昭和４０年代後半まではよく浸水してい

たんですよ。田んぼを埋め立ててからです

ね。それ以前は田んぼが雨水滞水池の役割

をしてくれました。でも、昭和５０年ごろ

から下水道整備が進み、その後は浸水しな

くなりました。 

 

◆ここをふる里と思って協力し合っ

ていきたい 

 市役所に勤務していた頃、当時の自治会

長から手伝ってくれないかと頼まれまして

ね。でも公務員だとできることも限られる

から、時間に融通がきく会計監査を引き受

けることになりました。その後退職してか

ら副会長、会長と引き受けて、十数年やら

せてもらってます。 

 何はともあれ自治会活動は、ボランティ

ア精神がなければ出来ません。 

 私は、いつも会員の皆様には、地域のこ

とは皆様と一緒に協力しあい、この町をふ

る里にしたいと話しています。 

（平成２６年１０月２７日実施） 


